
【Ｄ】ＩＣＴを強化する

【Ａ】経営企画⼒を⾼める

【Ｃ】⼈材育成⼒を⾼める

経営戦略の質を⾼める

企画・開発⼒を⾼める

⼈材戦略・ビジョン ハードウェア装備の先端化

ソフトウェア装備の先端化

イノベーション
の推進、 経営
者のビジョン実
現

【Ｂ】コスト削減⼒を⾼める

経営コストの低減

研究開発⼒の強化

⼈件費・教育訓練費の効率的活⽤

⽣産管理・販売管理⼒の強化 営業・サービス戦略を強化する

総務・財務戦略を強化する

インフラストラクチャーの整備

評価制度の精度ＵＰ

●手段解明型 特性要因図

能⼒とスキルの向上

■経営者の考えるオフィス投資の重点評価項目を探る 特性要因図 JOIFA 顧客政策委員会WG

オープンイノベーションへの挑戦

専門管理職の育成

■一般的には『原因解明型』の
特性要因図が主であるが、今回
は『手段解明型』で表記。



●総務・財務戦略を強化する

●経営戦略の質を⾼める

●営業・サービス戦略を強化する

資源の再配分

バランススコア
カードの視点

顧客視点

財務の視点

業務プロセス視点

学習と成⻑の視点

責任権限規定の作成、⾒直し

成績・評価方法の明確化

サービス計画 投資計画

設備計画

シニア社員の効果的活用

内部留保の考え方を再定義

移転新築計画⽴案

主⼒施設への投資

主⼒施設の設備計画⽴案

インフラ投資

サプライチェーンの強化

拠点・施設の診断、評価（ＦＭ）

投資対効果測定

業績拡大計画との連動

安全・安⼼の徹底・⾒える化 顧客満⾜度の把握

定期的な教育スキル判定アフターケアの向上
化

既存商品の品質向上新製品の販売

各事業所毎の売上利益目
標の策定

売上拡大策の策定

【Ａ】
経営企画⼒を⾼
める

●企画・開発⼒を⾼める

同業分析

顧客分析

販売・商品分析

特定領域

市場分析

専門部門設⽴

業界団体との連携強化

フューチャーセンター 基盤技術の強化

未来予測（先⾏マーケティング）

異業種交流の場づくり

組織間連携
情報の⾒える化社内ベンチャー・コラボ

社外研修

部門横断コミュニケーション 部門間⼈事交流

他業界との交流 ビジョン・計画

経営方針
評価・指針

先⾏マーケティング中⻑期・⽉次計画の視点

経営ビジョンとの連携化重点施策⽴案
ブランディング

FM/CRE視点 ROI/ROE視点

ISO対応

BCP視点

CSRの視点外部専門家の活用

総務部門
の強化

基幹業務の改善 監査機能の強化

安全衛生の推進 外部環境の変化（税制・条例）に対応

イノベーションの推進 ワークショップの実施

販売⼒強化

既存市場シェアアップ プロモーション

チームビルディング・組織営業 新商品拡販

クレームの削
減

⼈財育成投資

販売計画

新規開拓

ＩＲ

■経営者の考えるオフィス投資の重点評価項目を探る 特性要因図 JOIFA 顧客政策委員会WG

セルフアセスメントの実施



●研究開発⼒の強化●⽣産管理・販売管理⼒の強化

エネルギー

消耗品

通信費

３R推進

ペーパレス化

出張費・交通費

コストの⾒える化

省エネ化・⾼効率化

経費⾒直

販売計画・管理の強化

BEMS

ピークシフト

SFAシステム 市場動向

需要予測

仕入れ＋諸経費＜売値物流・通信費チェック

定期チェック 内容チェック

【Ｂ】
コスト削減⼒を
⾼める

オフィス面積
（賃借料）

各事業所毎のコスト把握

適正⼈員 適正面積

CRE
建物価値の把握ロケーションコスト

遊休資産の活用 遊休資産の売却

⼈件費の視点

教育訓練費の視点

⼈材教育訓練助成⾦の活用

目標管理・スキル判定余剰⼈員最適化

新しい働き方（テレワーク・ノンテリ・FA)

社員教育・意識改⾰（５Ｓ実施・３Ｍ排除）Fmerの育成（資格推
進）

マニュアル作成

VA提案
VE活動

発想⼒を⾼める

素材知識⼒のレベルアップ

⽣産計画・管理の強
化

原価低減 不良品削減

合理化・最適化 受注生産 在庫低減

コスト意識

仕入業務改善
直接取引 直営工場 一括仕入れ

目利き担当者全数量の把握

既存商品
の改善

製造の自動化

工程簡略化

パーツの削減・共有化

資材調達

■経営者の考えるオフィス投資の重点評価項目を探る 特性要因図 JOIFA 顧客政策委員会WG

新技術・新
素材の導入

ＩＴの視点規制の視点

特許の視点

●経営コストの低減

●⼈件費・教育訓練費の効率的活⽤



■経営者の考えるオフィス投資の重点評価項目を探る 特性要因図 JOIFA 顧客政策委員会WG

【Ｃ】
⼈材育成⼒を
⾼める

● 能⼒とスキルの向上

●⼈材戦略・ビジョン

● 評価制度の精度UP

●オープンイノベーションへの挑戦

OJT計画

OFF-JT計画

情報共有

OUR 
Company運
動 仲間づくり

コミュニティづ
くり

競合情報の
共有

意識改⾰か
風土改⾰か 言える化運動

業務の分類と棚
卸がいる

自分の仕事が無く
なると抵抗

目標管理制度に
よる成果確認

成⻑マイン
ドの醸成

⼈財⼒の蓄積
ナレッジマネジメ
ント

MBOによる
マネジメン
ト

情報共有

伝承すべき
技はなにか

⾞座ミー
ティング

現場と
スタッフ連
携

⼈事交流

定期的な教
育研修

不定期な勉
強会

福利厚生施設

業務の棚卸
をする

定期的な面談言
える化

業務フロー
を確⽴する

余剰⼈員などの
最適配置スタッフの業

務コスト算定
スタッフ
業務精査

360度評価定期的な面談

部門毎の
売上利益目標
の策定

売上
貢献策

自主的に判
断できる

1対1で面談する
場を設ける

外部連携

場づく
り

徒弟制

仲間づくり⾞座
ミーティング

グローバル化対応

オープン
マインド

シニア雇用

ダイバシティへの取り組み
ＱＯＬ

障害者雇用

会議室設備
の充実

ｅラーニング
コストセン
ターの
プロフィット
化

メンタルサポート等
で隔離したスペース 個⼈情報を守る

ノーマライゼーション

企画⼒、アイデア
発想のきっかけ作
り

安全衛生への
対応⼒

情報発信⼒
を増強する

モチベーションモチベーションモチベーションモチベーション

の向上の向上の向上の向上

開発⼒
への影響



■経営者の考えるオフィス投資の重点評価項目を探る 特性要因図 JOIFA 顧客政策委員会WG

【Ｄ】
ICTを強化

● ソフトウェア装備の先端化

● ハードウェア装備の先端化

●専門管理職の育成

● インフラストラクチャーの整備

インターネッ
ト環境

セキュリ
ティ環境

標準装備を
決める

スキャナー機能の
利用可能性検討

スマホ検討
チェック

タブレット検
討チェック

入⼒機器
などの確認

クラウド系の
ハードウェア選択

ＩＴリテラシー
向上教育課題

出⼒機は必要か
どうかの⾒極め

現場利用の
発注書

交通費
精算

就業管理
勤怠管理

キッティング
業者の選択

⾼速・⾼帯域
ルータの選択

サービスベン
ダーの選択

セキュリ
ティソフト
の選択

パスコード設定などキッティ
ングサービス会社の選択

ＶＰＮ環
境の設定

現場利用の
棚卸表

ＯＪＴ 経験
者に よ
るトレーニン
グ

ネット上でのマナー
ワークスタイル

残業時間が
ふえないか

マンツー
マン教育

電波状況
チェック

標準
業務系

コミュニケ－ショ
ン 情報共有系

標準業務・基幹系

コミュニケ－
ション 情報共
有系 ＷＥＢミーティ

ング利用アプリ
検討

ファイリング
機能の検討

ＳＮＳ利用
ルールの検討

チャット利用ルー
ルの検討

稟議書
システム

ＯFF JT  
自習ソフ
ト

残業時間が軽減
できるか

ＷＥＢミーティ
ング 利用形態
の検討

モバイル対応の
強化

コールセン
ター設置

個⼈利⽤端末や
ネットルール

ＢＯＹ
Ｄ対応

物理環境の⾒
直し

MDMの
導入

社内SNS
ポータルの
導入

受発注会計シ
ステムの導入

安全安⼼対
応⼒

BCP
対応

iPhone等の
利活用

⼈材調達（ﾘｸﾙｰﾃｨﾝ
ｸﾞ）への影響

iPad等
の利活用

在宅勤務
環境の構築

ワークライフバラ
ンスへの影響

グローバル
化対応

IDCの
場所

OSの
選択など省エネ知識

とグリーンＩ
Ｔ

マーケティング3.0
能⼒の向上への影響


